
アウトライン指導案素案 A 中学校技術 

 

学年「単元名」 第１学年「材料と加工の技術」 

本時のねらい 図面の特徴を理解し、立体を、タブレット端末で撮影し、第三角法による正投

影図として表すことができる。 

【授業場面･･･立体を撮影し、第三角法による正投影図として表す】 

教師の働きかけ ・発問等 生徒の活動 ・発言 ○活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 等角図を電子黒板等に拡大提示し、その

特徴について確認させる。 

・この図を見ながら、等角図にはどのような特

徴があったか教えてください。 

 

 

 

２ 等角図と第三角法による正投影図を並べ

て提示し、木材加工の図面として使うのに

適しているのはどちらであるか、理由も含

めて考えさせる。（jamboard の付箋機能で

考えを貼り付けさせる） 

 

 

 

３ 立体を第三角法による正投影図のように

撮影させる。 

・タブレットのカメラ機能を使って立体を３

方向から撮影してみよう。 

・その撮影した画像はそのまま正投影図の図

面として使ってもいいのかな。 

・正確な寸法で描き表すにはどんなことに注

意すればいいかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教師が提示した等角図を見て、特徴を全体で共有す

る。 

・物体を正面からではなく、斜めから見て描いたこと

がわかる。 

・立体の全体の形を表すのに適している。 

・この部分が水平面に対して３０°傾いている。 

 

○２つの図を比較し、どちらの図が木材加工の図面と

して適しているのか考える。（個人→全体） 

・等角図では、全体の形を表すのに適しているが、木

材を加工する図面としては、正面から見た図ではな

いので適さない。 

・第三角法による正投影図は、全ての面の形を正確に

表すことができる。 

 

○立体を３方向から撮影し、その画像を電子黒板やプ

ロジェクタ等に HDMI ケーブルでつなぎ、全体で共有

する。 

・立体をしっかりと正面から撮影するように気をつけ

ないといけない。 

・それぞれの面を撮影した時の、タブレットと立体との

距離が異なるから、正確な寸法が分からない。 

・スケールと一緒に撮影すればいいかも。 

 

 

 

【これまでの学習内容と準備物等】 

・製品のカタログにある図面例に触れるなどして、日常生活との関わりに触れておく。 

・製作に必要な図の種類について学んでいる。（等角図及び第三角法は既習内容である） 

・端末で撮影する立体模型（内部が見えない直方体及び立方体）を準備する。（内部が見える模型は奥

行きの距離が関係して、実際に撮影する画像では正しく二次元に投影できない） 



４ タブレットで撮影した画像を第三角法に

よる正投影図で表現する場合に気を付けな

ければならないことは何か。気付いた点に

気を付けて、もう一度撮影させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自分たちで撮影した画像を見ながら、工

夫した点や気付いた点などをドキュメント

（またはWord等）に打ち込んで保存させる。 

  また、身近な生活の中で第三角法の正投

影図が使われているものを探してみる。 

○自分たちで見付けた課題を改善し、ポイントを押さ

えて撮影する。 

・スケールと一緒に撮影しよう。 

・しっかり正面から撮影しよう。 

・できるだけタブレットと立体の距離が同じになるよ

うに撮影しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

○授業を振り返る 

・撮影すること自体は簡単だけど、実際の寸法とは異

なるので、撮影した画像を図面に投影するとなる

と、スケールと一緒に撮影するなどの工夫が必要だ

と分かった。 

・教科書の材料取り図や建築の図面などに使われてい

て、物の形状や寸法を正確に表すことができて便

利。 
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